
「でんしゃには、たくさんの　ひとが　のっています。こ
れから　おしごとに　むかうひとだって　います。だか
ら、けっして　さわがしくしては　いけません。でんしゃ
の　なかでは　なにがあっても　しゃべりません。いいで
すね？」
せんせいが　いっていたことを、チサは　きちんと　まも

ろうと　おもいました。
チサたちは、こうがいがくしゅうで、となりまちの　こう

えんへ　いきます。だから、でんしゃに　のるのです。
でんしゃに　のると、すでに　たくさんの　ひとが　のっ

ていました。みんな　バラバラになって　でんしゃに　のり
こみました。
でんしゃが　すすむと、チサは　だんだん　きぶんが　わ

るくなってきました。きっと、のりものよいです。
「おじょうさん、ここ、すわる？」
かおを　あげると、めのまえにすわっていた　おばさんが　

せきを　ゆずってくれようと　していました。
おばさんの　すわっていた　ざせきに　すわると、きぶん

がわるいのが　おさまってきました。

チサは、「ありがとう。」と　いうべきでしょうか。あなた
の　かんがえと　りゆうを　かきましょう。

はなしあって　かんがえたことを　かきましょう。

ねん　　　くみ　（　　　　　　　　　　　　）

チサたちの　おりるえきに　つきました。
「おさまったようで、よかったね。きをつけてね。」
ありがとうございます、と

いおうと　したところで、ふと　
きが　つきました。
でんしゃの　なかでは、しゃ

べっては　いけない　きまりで
した。チサは、どうすればいい
か、こまってしまいました。

こうがいがくしゅう7 感謝　×　規則の尊重




